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  ２０２４年度 通常総会終了のご報告 
 

去る２０２４年６月１５日（土） ＮＰＯ法人つくし 指定障害福祉サービス事業所 

つくしハウスにおいて、２０２４年度 通常総会が開催され、前期に引き続き対面開

催となりました。週末の開催となりましたが、総会当日は１３会員の出席と来賓を含

め総勢１８名の方が会場に足を運んでくださいました。残念ながら、当日出席が叶わ

なかった正会員の皆様には、表決権行使書のご提出にご協力をいただき、以下の通り

２０２４年度 通常総会が滞りなく終了できましたこと、改めて感謝申し上げます。あ

りがとうございました。 

また、来賓としてご臨席いただきました、上京区役所保健福祉センター  障害保健福

祉担当部長 西田 祐司様、書面にてご祝辞をいただきました、上京区社会福祉協議会 

事務局長 前川 義博様 あたたかい励ましのメッセージに対しまして、深く御礼申し

上げます。 
 
 ２０２４年度 通常総会は、遠山 照彦理事長の挨拶により開会し、井手田 悠加が議
長となり、議案の審議に入りました。 
１ 総会出席者 
  正会員３９人中３２人出席（うち表決書提出 １９人） 

定款第２７条の定足数である正会員の２分の１以上の出席をもって総会は成立し
ました。 

２．議決事項 

第１号議案 ２０２３年度 事業報告案 賛成３２／反対０／保留０ 

第２号議案 ２０２３年度 決算報告案 賛成３２／反対０／保留０ 

第３号議案 ２０２４年度 事業計画案 賛成３２／反対０／保留０ 

第４号議案 ２０２４年度 予算案 賛成３２／反対０／保留０ 

第５号議案 役員の選任 賛成３２／反対０／保留０ 

  審議の結果、第１号議案、第２号議案、第３号議案、第４号議案、第５号議案は
原案通り承認されました。 

３．役員の新体制について 
  第５号議案「役員の選任（理事増員）」が承認されたことで、役員の新たな役職選
任(新山 隆司理事)が決定いたしました。  

氏 名 役 職 

遠山 照彦 理事長 

髙城 佳代子 副理事長 

今井 里津子 業務執行理事 

白坂 新司 業務執行理事 

福田 悟 業務執行理事 

新山 隆司 理事 

中野 加奈子 理事 

福田 寛 理事 

余根田 保 理事 

中嶋 孝信 監事 

長橋 晴男 監事 

                      以上 ― 順不同 敬称略 ―  



KSKR（土曜日） 第三種郵便物承認 通巻 9333 号 2024 年 7 月 18 日発行 

- 3 - 

     理事のあいさつ 
 

(遠山理事長の開会挨拶) 

ポスト コロナの時代となった今、「保健医療福祉」に係る予算の削減が強まっている。 

障がい者福祉の現場では、「仕事ができる人」が単に工賃を稼ぎにくる、といった流れ

になりつつある。「当事者(利用者)の切実な要求に応えて、生活が前進する方法で支援

をする」。それが、障がい者福祉の本来の姿。単に集団的な作業(就労)支援の場の提供

だけでなく、「作業能力・就労能力の習得」においても、「生活・健康上の困りごとへ

の支援」においても、利用者への個別の対応を行ってきた。そのことがつくしの特

徴・強味と言える。 

2018年度～2023年度までの運営体制 (①常任理事会 ②運営会議 ③部門制 ④

稟議制)のもとで、民主的組織的な法人及び事業所運営が前進してきた。 

この 2～4 年間つくしは、今後の発展の成否の分岐点にある。以下四つ (①役職員 人

員体制を強化 ②事業拡大を成功させる ③経営問題を乗り越えていく ④以上 3 点を担

う「新しい運営システム」に移行する) を主要課題に据え、2024年4月1日より「新

システム」(常任理事会を廃止し、事務局会議主体体制を構築)への移行を開始した。

10 月 1日より完全移行に向けて、より一層の体制強化を進めていく決意である。 

 

(新山 隆司理事 就任の挨拶) 

  2023 年 7月「 (株)くらしの伴走者 」を立ち上げ、いろんな方が相談に来やすい環

境づくり「きたのま：インクルージブ まちづくり図書館」を北野商店街につくり、い

ろいろな方の相談に乗っている。つくしの理事就任の話をいただき、それをお受けし

たきっかけは現在、つくしさんが組織改革(新システムへの移行)に取り組んでいること、

さらにはつくしの理念、特にそのなかでも「利用者ひとりひとりの夢や希望を尊重し、

それぞれが自己実現できるよう支援します。」に感銘を受けた。「障害者権利条約」策

定の際の合言葉「Nothing About us without us（私たちのことを私たち抜きに決め

ないで）」を実現させたい。利用者さんの力になりたい。 

 

(髙城副理事長の閉会挨拶) 

 本日の総会を通して、会員のみなさんが議案に集中され、真剣に討議をされる様子

を目の当たりにし、「法人としての前進」を確信した。皆様にもそれを実感していただ

けたのではないか。2021 年度以降、新システムへの移行の準備を進めるにあたって

は「対話」を積み重ねながら、今日の到達まで築き上げた。「困難」に直面した際、そ

の「困難」をみんなでどう乗り切っていくか。必死で対話を深めながらみんなで考え

てきた。そういった経過、時間を本日改めてみなさんと共有できたのではないか。今

期の事業計画の通り、役職員の団結と職員の協力協働、それは常勤・非常勤に関係な

く、一緒に知恵と力を出しあっていく、それが前進の原動力だった。改めてみなさん

と歩んできた経過と到達を共有し、それを確信できた総会だった。 

（白坂） 
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2024 年度報酬改定について 
 

 私たちつくしハウスは、障害福祉サービス事業所と呼ばれ、障害のある

方の生活上の支援を日々行っています。その支援を行ったことに対する報

酬が国や自治体から支払われることで、事業所は支援を続けて行くことが

出来ます。その障害福祉サービスの報酬は 3 年毎に改定され、2024 年度

はその改定年度になります。 

 今回の報酬改定では、職員の給与・処遇を改善する為の「福祉・介護職

員処遇改善加算」が改定され、2 年を掛けて 4.5％以上の職員年収増を目標

とすることがうたわれています。世間の賃上げの流れに沿った改定ですが、

全産業平均との差はまだまだ大きいものがあります。 

 また、今回の報酬改定の改定率は全体で＋1.12％となっており、「新型コ

ロナウイルス感染症や社会情勢の影響による、物価高騰、賃金上昇、経営

の状況、人材確保の必要性などを踏まえたもの」とされています。全体で

はプラス改定となっていますが、その中身を見ると、「基本報酬の削減」、

「加算頼み」、「時間刻みの報酬設定」といった姿が見えてきます。それは、

「出来るところにはお金を出すが、出来ないところのお金は減らす」、まさ

に成果主義と呼べる内容です。 

 今回の改定で、つくしハウス自体は増収となりました。それは、「手厚い

支援体制」と「利用日数の少ない利用者の受け入れ」が評価される形で加

算が付いたからです。一方、「生活介護」の事業を行っている事業所では、

基本報酬が引き下げられ、さらに短い利用時間ほど報酬が少なくなること

になりました。これではただでさえ人材難の福祉事業所が、職員を雇うこ

とがさらに難しくなり、「人材確保の必要性を踏まえたもの」とは逆行する

形にもなっています。このままだと事業所自体の存続も危ぶまれることに

なり、そうなれば、その事業所の利用者は行き場を失ってしまうことにな

ってしまいます。 

 今回の報酬改定は、成果主義・能力主義がさらに顕著になったものだと

言わざるを得ません。出来るところと出来ないところの差をつける、制度

設計自体に問題があると思います。社会的弱者をつぶすような社会は、良

くない社会です。3 年後の報酬改定に向けて、時間刻みと成果主義の強化を

撤回させるよう、今から行動を起こしていく必要があると思います。 

（福万） 
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ちょっぴり気が早かったお花見        
 

今年は５年振りに事業所をあげてのお花見を開催することができまし

た！ 

久しぶりの大きな行事ということもあり、満開の桜を見ようと張り切っ

て段取りをしましたが、気が早すぎたのか桜の木はまだ蕾でした…(/_;) 

そんな中でも、お花見実行委員で企画したクイズ大会やパラリンピック

の公式競技でもある“ボッチャ”で大いに盛り上がり、みんなで恒例のお

花見弁当を囲んで楽しい時間を過ごすことができました。 

今年は職員も含め30人の参加となりました。これを機に、つくしで恒例

だった様々な行事がコロナ以前のように復活していくのかな～と思うと今

からとても楽しみです♪ 

                            （井手田） 

 

 

木曜シアターとあみものサロン 
 

上京サロンのプログラムをご紹介します。ご参加お待ちしています。 

 

◆木曜シアター◆ 

隔週木曜日の 10:45～、人気ドラマ『きのう何食べた？』のシーズン１

（2019）を上映しています。スケジュールはスタッフにお声がけください。

ご希望があれば上記の時間以外でも上映できる場合があります。 

 

◆あみものサロン◆ 

月に 1 回、第 3 火曜日の 10:45 から、「あみものサロン」を開催してい

ます。ご自身の毛糸や道具をお持ちいただきニットカフェとして利用して

いただいても良いですし、初心者の方には編み物のちょっとしたコツをお

伝えします。編み物以外に塗り絵や刺し子もご用意しています。ものづく

りをしながらゆったりした時間を過ごしたい方、ぜひご一緒に楽しみまし

ょう。 

※予約優先、ワンドリンク制。詳しくは上京サロンまでお問合せください。

（Tel：０７５-７５５-７０１７） 
（関口） 
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メンバーのつぶやき 
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「ノー、狂ったぁーず」（歌詞） 

中川 博 

 

うす暗い酒場で ぼくらは語り合う 

健常者の世界に押されながら 

世間の様子をうかがう 

ぼくらの価値は 何によって測られる 

傷つけることも 傷つけられることも 拒否する 

そう、そうだ拒否する 

優しい神のようなぼくたち 

ぼくたちは狂っているようで 狂っていない 

絶対そうだ 絶対に 

 

頬を染めて 酒場でぼくらはもえあがる 

缶チューハイ 勢い ふくみながら 

正常、異常に戸惑い 

くやしい思い ぶつけながら 世になじむ 

商品には それぞれの 価値があるように 

ぼくたちもそう そうだ個性には 

豊かな神のような 味がある 

ぼくたちは 争い いがみ合うこともない 

絶対そうだ 絶対に 
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作業所に来る何年も前の話です。研究者を目指していた私は、大学院の

日本文学研究科にいました。 

 他学科出身の私にとって、入試で戸惑ったのは、「くずし字」でした。未

知の領域でしたが、勉強してみるとおもしろく、すらすらと頭の中に入っ

て来たことを覚えています。 

 大学院では、1 年目に授業がありました。さまざまな専門分野を学んだこ

とは、良い刺激になりました。同じ研究室の他の専攻の人たちがいたこと

も、同様でした。 

 指導の先生は、とても真面目な人でしたが、過不足ない頭の良い人でし

た。 

 私は、日本文学を研究する中で、とてつもなく深い世界があることを知

り、濃密な大学院時代を送ることができました。 

 しかし、ある時、新しい史料が出てこないと研究は進展しないと言わ

れ、このまま研究を続けていきたいかと自問した末、修士課程 2 年間で研

究生活を終えることにしました。 

 研究に寄与することはあまりできませんでしたが、大学院で学んだこと

は、私の財産になりました。 

 私はこのような異色の経歴を持っていますが、作業所でも、お役に立て

ることがあったらいいなと思っています。 

（Ｎ．Ｋ） 

 

 

 

 

 

 

 

 



KSKR（土曜日） 第三種郵便物承認 通巻 9333 号 2024 年 7 月 18 日発行 

- 9 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



KSKR（土曜日） 第三種郵便物承認 通巻 9333 号 2024 年 7 月 18 日発行 

- 10 - 

 

★202４年夏のボーナスキャンペーンが始まります★ 
 

 つくしハウスが一丸となって取り組む「夏のボーナスキャンペーン」の季

節が、いよいよやってまいりました！皆さまのお手元にはこの夏のボーナ

スキャンペーンのご案内は届いていますでしょうか？定番のあの商品に、

初お目見えの商品もあり興味津々となりますね！この夏は「もひとりキャ

ンペーン」と銘打っており、ご親族ご友人等もうお一人でいいのでご購入

いただける方を紹介いただければ幸いです。 

皆さまのご協力をよろしくお願い申し上げます。 

（西田） 

※2024 夏のボーナスキャンペーンは終了致しました。 

ご協力、誠にありがとうございました。 

 

   2024 年夏のボーナスキャンペーンイチオシ商品は？     
 

今年のイチオシ商品は「アロマストーン（皿付き）」と「ありがとうぽち

袋（５枚セット）」に決定！アロマストーンはイチオシ商品企画実行委員担

当の利用者の提案。暑さと湿気で鬱陶しい夏の季節、このアロマストーン

の香りでリフレッシュして乗り切りませんか？ 

 「ありがとうぽち袋」は我らつくしハウスの新自主製品。ちょっとした

お礼を渡したい時にあると便利なぽち袋。かわいいイラスト入りのシンプ

ルなデザインです。 

（中村） 
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★いつもご支援、ご協力いただき、誠にありがとうございます★ 
 

 

 

 

 

 

★2024/1/1～/5/31 にご協力して頂いた方です。（順不同）★ 

★総額￥★ 

※会員総数 正会員：38 名 賛助会員：38 名 

※正会員の方で賛助会費をいただいた方につきましては、ご寄付として掲載させて頂

いています。ご了承下さい。 

 

 

2024 度 ＮＰＯ法人つくし 正会員費・賛助会費納入 

 ご協力のお願い 

ＮＰＯ法人つくしの財政は、皆様方の温かいご協力とお力添えにより支えられて

います。この場を借りて心からお礼申し上げます。正会員費・賛助会費の納入にご

協力をお願い致します。 

※同封の振込用紙をご利用ください。口数、金

額をご記入頂けますようお願い申し上げます。

また、『土曜日』にご氏名を掲載することがございます。お手数ですが、（可・不

可）のいずれかに○印をつけて頂ければ幸いです。 

記入例： 正会員費 年会費（年 2000 円）1口 ￥2,000 

賛助会費 会費（1口 1000 円）1口 ￥1,000 

寄付金                ￥2,000 など 

 

※すでにご協力頂いている方につきましても、振込用紙を同封させていただいてお
りますので、ご容赦ください。誠に勝手ばかり申し上げますが、ご寄付を頂ければ
幸いと存じます。  

正会員の皆様 賛助会員の皆様 ご寄付・物品を頂いた皆様 

倉林明子様/福田寛様/茶

谷直様/大野研而様/余根

田保様/TAPROOT 様/國

木悠子様/健康友の会様/

つくしハウスご家族の皆

様/他 

会費総額：20,000 円 

長橋晴男様/葛西繁様/萩原

三義様/京都市職員労働組合

様/神田千秋様/汐崎啓子様/

鈴木卓様/三宅小百合様/つ

くしハウスご家族の皆様/他 

 

会費総額：30,000 円 

葛西繫様/汐崎啓子様/南下

建一郎様/足立治様/遠山照

彦様/髙城佳代子様/三浦次

郎様/大野研而様/余根田保

様/つくしハウスご家族の皆

様/他 

寄付金総額：36,680 円 

正会員費 2,000 円（年間） 

賛助会費 1,000 円（一口） 
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＜今後の主な予定＞  

7 月 23 日    ボーナスキャンペーン注文締め切り 

８月１５日    夏のボーナス支給 

９月 1 日～30 日 定期面接 

  

NPO 法人つくし つくしハウス 

〒602-8141 京都市上京区堀川通丸太町上る上堀川町 114 

TEL 075-366-6064 FAX 075-366-6065 

Email  onikai@iaa.itkeeper.ne.jp  

HP http://tsukushihouse.org/ 

 

上京こころのサポートふれあい交流サロン 

〒602-8148 京都市上京区丸太町通堀川西入西丸太町 185番地 

京都二条ハイツ 202 

TEL/FAX 075-755-7017 

 

編集人 NPO 法人つくし  

〒602-8141 京都市上京区堀川通り丸太町上る上堀川町 114 

   発行人 関西障害者定期刊行物協会 

大阪市天王寺真田山町 2-2   東興ビル４階   定価 50 円 

 

 

＜編集後記＞ 

つくしハウスにとって7月、8月は、1年で一番の繁忙期です。例年行っている

夏のボーナスキャンペーンや、地蔵盆のお菓子の袋詰め作業に加え、今年は新たに

手ぬぐいのプリント作業や清掃作業なども始まり、いつも以上に忙しい夏を迎えて

います。無理はし過ぎないよう、自分自身を労わることを忘れずに、この夏を乗り

切って行きたいと思っています。 

（福万） 

 


